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大山道（六本松通り）追分に集められた道標 

中村川沿いの土手道、左手は水田 

大山道の急坂を登る健脚自慢の皆様 

宮司様より神社の由来と中村氏の説明 

ウォーク詳細はこちら 
QR からスマホで確認！ 
 

               

 

        

中
村
一
族
ゆ
か
り
の
里
と
大
山
道
を
歩
く 

６
月
９
日
（
火
） 

参
加
者
31
名

ウ
ォ
ー
ク
当
日
朝
６
時
の
N

H

K
の
降
雨
予
想
は
20
％
で
し
た
の

で
予
定
通
り
、
ウ
ォ
ー
ク
O

K
、
中

井
町
役
場
で
恒
例
の
体
操
を
行
い
、

今
回
の
コ
ー
ス
は
坂
の
上
り
下
り
を

含
む
6.5

km
の
健
脚
向
け
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
つ
も
よ
り
念
入
り
に
足

を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
歩
き
始
め
ま
し

た
。
季
節
な
ら
で
は
の
田
植
え
の
風

景
を
眺
め
つ
つ
中
村
川
に
沿
っ
て
進

み
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
「
五
所
八

幡
宮
」
に
到
着
し
ま
し
た
。 

中
村
宮
司
様
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

い
た
だ
き
神
社
の
由
来
や
中
村
一
族

の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
中
村
一
族
は
、
源
頼
朝
が
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
を
行
っ
た
際
に
大
き

な
貢
献
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
代
中
村
宗
平
の
子
で
あ

る
武
士
、
土
肥
氏
・
土
屋
氏
に
ま
つ
わ
る
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。
特
に
平

塚
を
本
拠
と
し
た
土
屋
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
「
秦
野
の
東
光
寺
と
土

屋
一
族
」
と
題
し
て
観
ボ
ラ
ウ
ォ
ー
ク
（
10
月
13
日
）
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
村
一
族
の
館
跡
に
つ
い

て
も
主
に
三
ヶ
所
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
合
写
真
を
撮
影
し

た
あ
と
に
は
神
楽
殿
も
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
宮
司
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

大
山
道
標
の
あ
る
場
所
で
は

「
こ
の
道
は
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
？
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

班
長
が
「
待
っ
て
ま
し
た
。
羽
根

尾
通
り
大
山
道
で
、
東
海
道
の
羽

根
尾
か
ら
来
て
い
ま
す
」
と
説
明

す
る
と
、
皆
さ
ん
う
な
ず
き
な
が

ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
山
道
の
分
岐
点
で
あ
る
一

本
松
か
ら
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
天
気
で
発
電
は
し

て
お
ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
景
色
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
が
、
周
囲
の
自
然
や
広
が
る

【
五
所
宮
の
由
来
】 

八
幡
宮
の
勧
請
5
番
目
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
に
宇
佐(

宇
佐
神
宮) 

 
 

二
に
男
山(

京
都
岩
清
水
八
幡
宮) 

 
 

三
に
鎌
倉(

鶴
岡
八
幡
宮) 

 
 

四
に
河
内(

大
阪
壷
井
八
幡
宮) 

 
 

五
に
足
柄
上
群
中
井
町
（
当
社
） 

地
形
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
時
間
は
と
て
も
貴
重
で
し
た
。 

そ
の
後
、
大

山
道
の
分
岐
点
に
戻
り
、
昔
な
が
ら
の
大
山
道
を
ひ
た
す
ら
歩
い
て
進

み
ま
し
た
。
医
療
機
器
や
圧
力
計
な
ど
で
知
ら
れ
る
テ
ル
モ
の
横
を
通

り
、
井
ノ
口
公
民
館
そ
ば
に
あ
る
軽
便
鉄
道
の
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

井
ノ
口
小
学
校
前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
今
回
の

ウ
ォ
ー
ク
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
安
全
に
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
季
節
の
風
景
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
時
間
が
、
こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
ウ
ォ
ー
ク
は
9
月
ま
で
お
休
み
に
な
り
ま
す
。
暑
い
季
節
で

す
が
、
ど
う
か
無
理
な
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
秋
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
元
気
に
歩
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

上
野 

幸
男 

記 
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第
16
期 

観
ボ
ラ
ガ
イ
ド
講
座
は
7
月
11
日
開
講 

宮
村
教
育
長
、
柏
木
観
光
協
会
長
、
講
師
の
参
加
の
元 

一
般
観
光
ガ
イ
ド
13
人
、
英
語
講
座
に
18
人
受
講 

11
日
午
前
、
恒
例
の
大
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、
観
ボ
ラ
か
ら
佐
藤

副
会
長
、
及
川
、
渡
部
幹
事
が
参
加
し
、
市

職
員
と
大
山
観
光
振
興
会
の
人
た
ち
で
テ

ィ
シ
ュ
と
ク
マ
除
け
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
入
っ

て
い
る
ゴ
ミ
袋
を
登
山
客
に
手
渡
し
「
ゴ
ミ 

の
持
ち
帰
り
を
お 

願
い
し
ま
す
」
と
呼 

び
か
け
ま
し
た
。
久 

し
ぶ
り
の
快
晴
で 

し
た
の
で
大
勢
の 

登
山
者
で
し
た
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
の
署
名
32
万
筆
を
超
過 

32
万
１
０
８
２
筆
に
大
き
く
前
進 

こ
の
間
、
埼
玉
・
越
生
町
の
戸
口
さ
ん
は
５

７
２
筆
集
約
、
自
修
館
中
等
教
育
学
校
で
は

50
筆
、
作
家
の
加
藤
義
勝
さ
ん
、
町
田
市
太

田
三
郎
さ
ん
、
岩
手
県
の
人
か
ら
も
、
他
に

窪
谷
さ
ん
な
ど
届
い
て
お
り
ま
す
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
に
」
陳
情
は
取
り
組
む
努
力
中

で
す
。 

い
せ
は
ら
市
民
大
学
開
講
は
9
月
26
日 

 

第
22
期
い
せ
は
ら
市
民
大
学
・
楽
し
い
講

座
は
開
講
9
月
26
日
で
、
チ
ラ
シ
を
配
布

中
で
す
。
現
在
受
講
生
募
集
中
、
締
め
切
り

は
8
月
28
日
。
申
し
込
み
先
は
、
市
社
会
教

育
課
と
三
上
宅
。
（
連
絡
先
は
チ
ラ
シ
に
掲

載
）
副
市
長
の
講
演
や
、
認
知
症
の
大
家
の

講
座
、
青
い
目
の
人
形
の
見
学
、
市
内
で
天

下
に
有
名
な
企
業
の
見
学
な
ど
多
彩
な
内
容

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で

の
受
講
参
加
者
数
は
１
万
７
８
２
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

猛
暑
の
7
月
11
日
午
後
、
第
16
期
観
光
ガ

イ
ド
養
成
講
座
が
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
司

会
は
、
会
長
代
行
前
田
秀
資
氏
が
勤
め
、
蔦
本

明
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
宮
村
教
育
長
が

「
16
期
に
及
ぶ
講
座
の
開
講
は
生
涯
学
習
と

し
て
も
す
ぐ
れ
た
成
果
、
成
功
を
祈
念
」
と
激

励
の
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
市
商
工
観
光
課
近
藤
係
長
が
挨
拶
、

柏
木
定
俊
観
光
協
会
会
長
は
、
初
め
て
出
席
し

て
「
伊
勢
原
の
観
光
を
仲
間
と
し
て
手
を
取
り

合
っ
て
推
進
し
よ
う
」
と
連
帯
の
挨
拶
を
し
て

大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
受
講
生
は

一
般
観
光
ガ
イ
ド
受
講
生
13
人
、
英
語
ガ
イ

ド
講
座
生
18
人
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

来
賓
と
一
緒
の
記
念
撮
影 

来
賓
の
方
が
ご
挨
拶
の
あ
と
退
席
す
る
都
合 

 

蔦
本
会
長
講
座
内
容
を
説
明 

観
ボ
ラ
結
成
は
「
１
９
９
８
年
11
月
8
日

県
下
で
8
番
目
に
結
成
」
な
ど
述
べ
、
企
画

ガ
イ
ド
、
依
頼
ガ
イ
ド
、
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ほ
か
、
伊
勢
原
市
と
地
域
へ
の
協
力
活

動
な
ど
紹
介
し
ま
し
た
。 

英
語
ガ
イ
ド
講
座
は
、「
大
山
バ
ス
終
点
近

く
の
大
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
外
国
人
相
手
の
案
内
業
務
を
手
伝
う
」

内
容
な
ど
説
明
し
ま
し
た
。 

 

講
座
ご
と
の
説
明
も
分
か
れ
て 

基
本
説
明
の
後
、 

＊
一
般
ガ
イ
ド
講
座
生
13
人
は
、
渡
辺
責
任

者
を
囲
ん
で
各
論
説
明
を
う
け
、
自
己
紹

介
を
し
て
和
や
か
に
、
た
く
さ
ん
の
質
問

と
ご
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

＊
英
語
ガ
イ
ド
講
座
生
16
人
（
欠
席
者
2

人
）
は
車
座
に
な
っ
て
、
説
明
を
う
け
、「
マ

イ 

ネ
ー
ム 

イ
ズ
」
と
言
っ
て
自
己
紹
介

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

筆
者
は
第
一
期
の
修
了
生
だ
が
、
自
己
紹

介
を
英
語
で
す
る
こ
と
を
第
一
課
で
や
っ

た
も
の
だ
が
、
レ
ベ
ル
の
向
上
に
歴
史
を
痛

感
し
た
次
第
。
受
講
生
は
「
新
し
い
希
望
を

胸
に
、
明
る
い
表
情
」
で
「
や
る
気
満
々
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
満
開
の
開
講
式
」
は
成
功
裏
に

「
す
が
す
が
し
い
気
分
全
開
」「
前
途
洋
々
」

の
う
ち
に
結
び
と
あ
い
な
り
ま
し
た
。 

観
ボ
ラ
新
企
画
！ 

大
山
寺 

定
点
ガ
イ
ド
９
月
中
旬
か
ら
実
施 

 

こ
の
度
、
観
ボ
ラ
は
伊
勢
原
市
商
工
観
光
課

と
話
し
合
い
、
「
大
山
寺
を
土
日
休
日 

ガ
イ

ド
す
る
」
こ
と
で
話
し
合
い
、
９
月
中
旬
か
ら

実
施
の
予
定
で
す
。 

大
山
寺
に
行
く
と
「
グ
リ
ー
ン
帽
の
観
ボ
ラ 

役
員
が
案
内
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で 

す
。
観
ボ
ラ
の
新
企 

画
で
す
。 

日
本
遺
産
還
元
金

w
o
                 

を
も
と
に
実
施
さ 

れ
ま
す
。
詳
細
は
次 

号
で
、
乞
う
期
待
！ 

事
務
局 

 

大
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力 

 

上
、
全
参
加
者
が 

出
席
の
記
念
写
真

を
撮
る
観
ボ
ラ
の

習
わ
し
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

受
講
生
に
と
っ
て

は
来
賓
と
の
、
ま
さ

に
記
念
に
な
る
瞬

間
と
な
り
ま
し
た
。 

第 16期観光ガイド養成講座開講式 

年
会
費
納
入
と
会
員
募
集
の
お
願
い 

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
年
会
費
の
未
納
の

方
は
、
7
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。（
切
手

で
も
可
）
来
年
は
結
成
30
年
。
結
成
以
来
、

伊
勢
原
流
の
活
動
、「
創
造
と
挑
戦
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
市
民
と
密
着
し
て
発
展

し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
仲
間
を
会
員

に
お
誘
い
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

事
務
局
よ
り 

 

大山寺 

大山観光振興会 
目黒宮司の挨拶 
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観
光
ガ
イ
ド
講
座
に
思
う 

  
 

観
ボ
ラ 

三
上
利
栄 

 
 

 

今
年
の
第
１６
期
観
光
ガ
イ
ド
講
座
受
講
生

は
３１
人
、
心
か
ら
歓
迎
で
す
。
開
設
に
か
か
わ

っ
た
も
の
と
し
て
感
無
量
で
す
。
振
り
返
り
ま

す
と
、
一
般
観
光
ガ
イ
ド
の
１
期
生
は
、
２
０

１
１
年
（
平
成
１３
年
の
第
１４
回
総
会
で
決
議
）

か
ら
で
す
。
役
員
の
後
継
者
づ
く
り
と
１５
周
年

記
念
事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
た
事
業
で
し
た
。

観
ボ
ラ
結
成
し
て
１５
年
の
記
念
事
業
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
実
は
、
結
成
し
て
、
３
年
後
に
「

伊
勢
原
市
民
塾
」
と
し
て
講
座
を
３
年
間
ぐ
ら

い
実
施
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
継
続
性
に
努

力
の
中
心
を
お
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

 

外
国
語
ガ
イ
ド
講
座
は
、
第
１８
回
総
会
（
２

０
１
５
年
５
月
・
平
成
２７
年
）
で
決
議
さ
れ
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
立
国
・
日
本
振
興

を
願
い
大
山
に
設
置
さ
れ
た
大
山
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
通
訳
と
一
緒
に
そ
の
協

力
者
と
し
て
観
ボ
ラ
が
配
置
さ
れ
る
展
望
と
し

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
講
座
内
容
は
、
一

般
会
話
と
相
模
大
山
（
観
ボ
ラ
４
代
目
会
長
・

宮
崎
武
雄
さ
ん
の
「
相
模
大
山
」
を
英
訳
に
し

て
テ
キ
ス
ト
に
。
翻
訳
は
石
井
久
恵
さ
ん
の
協

力
で
し
た
。
）
講
座
は
継
続
し
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
一
般
ガ
イ
ド
１６
年
、
英
語
講
座 

１０
年
の
暦
史
と
い
う
わ
け
。
よ
く
ぞ
継
続
し
た

と
評
価
し
ま
す
。 

伊
勢
原
に
は
、
大
山
を
始
め
、
太
田
道
灌
の

歴
史
と
墓
な
ど
、
古
墳
、
神
社
仏
閣
も
多
く
、

史
跡
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
伊
勢
原
を
市

内
外
の
人
に
案
内
し
て
喜
ば
れ
る
ガ
イ
ド
は
「
自

分
の
た
め
、
市
の
た
め
に
な
る
か
ら
町
興
し
」
に

は
適
切
な
活
動
ス
タ
イ
ル
と
い
え
ま
す
。
自
力
と

努
力
で
積
み
上
げ
て
き
た
伝
統
と
実
績
に
胸
張

っ
て
一
年
後
に
は
「
伊
勢
原
よ
い
と
こ
」
を
「
グ

リ
ー
ン
帽
に
ス
マ
イ
ル
で
活
動
す
る
雄
姿
」
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

   
 

   

伊
勢
原
川
柳
会
（
ひ
ね
朗
会
）
６
月
期 

 

テ
ー
マ
「
歌
」 

 

お
詫
び
し
て
歌
で
ご
ま
か
す
添
乗
員 

歌
は
好
き
今
も
校
歌
祭
や
っ
て
ま
す 

ひ
ば
り
さ
ん
歌
は
や
っ
ぱ
り
演
歌
で
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
の
み
ま
す 

知
ら
ぬ
間
に
鼻
歌
軍
歌
風
呂
の
中 

恵
子
さ
ん
嗚
呼
道
灌
で
全
国
区 

共
白
髪
マ
イ
ク
握
っ
て
ふ
た
り
酒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栄
泉 

良
く
生
き
た
鼻
歌
ま
じ
り
の
わ
が
人
生 

も
う
一
度
聴
い
て
寝
た
い
な
子
守
歌 

カ
ラ
オ
ケ
は
全
て
吐
き
出
す
社
交
の
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
玄 

お
ぼ
え
て
る
う
た
っ
た
軍
歌
丸
暗
記 

銀
恋
を
つ
づ
け
て
う
た
う
持
て
男 

七
重
八
重
太
田
道
灌
お
恵
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
雄 

  

首
揃
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

栄
泉 

若
者
は
デ
ー
ト
の
つ
い
で
に
墓
参
り 

 

き
な
臭
い
こ
の
頃
暗
い
記
事
多
し 

 

終
活
し
い
つ
ま
で
元
気
シ
ニ
ア
族 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

と
ー
ふ
ー 

 

俳 

句 
 

佐
藤
和
夫 

野
仏
に
供
え
る
如
く
彼
岸
花 

乳
母
車
止
ま
れ
ば
留
る
赤
と
ん
ぼ 

表
札
の
虚
し
き
空
き
家
柿
熱
る
る 

 
 

「
自
由
句
」 

 

ト
ラ
ン
プ
は
負
け
て
依
怙
地
の
見
栄
を
張
り 

遺
言
は
九
条
守
れ
孫
曾
孫 

我
が
夫
婦
お
手
て
つ
な
い
で
デ
ィ
ケ
ア
ー 

栄
泉 

つ
ゆ
に
入
り
変
化
あ
じ
さ
い
自
己
主
張 

麦
ト
ロ
に
は
ん
ぺ
ん
の
せ
て
生
シ
ラ
ス 

汗
出
な
い
笑
い
出
る
出
る
落
語
席 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
雄 

メ
ロ
ー
ニ
と
背
比
べ
す
る
サ
ナ
エ
さ
ん 

忙
し
い
秘
書
を
参
考
人
に
出
せ
ば
よ
い 

Ａ
Ｉ
の
武
器
の
利
用
は
禁
止
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
み
ま
す 

女
房
を
女
神
と
見
れ
ば
家
事
円
満 

ボ
ラ
活
は
平
和
な
世
界
で
出
来
る
こ
と 

久
し
ぶ
り
会
っ
て
喜
ぶ
散
歩
友 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
玄 

 

姉
妹
都
市
交
流 

 

観
ボ
ラ
副
会
長 

前
田
秀
資 

 
 

７
月
８
日
の
観
ボ
ラ
例
会
で
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
政
５５
周
年
記
念
・
第
５９

回
伊
勢
原
観
光
道
灌
祭
り
の
「
御
柱
里
曳
き

引
き
手
募
集
」
が
現
在
、
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
募
集
の
チ
ラ
シ
に
は
市
政
５５
周
年
を

記
念
し
て
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
茅
野
市
と
協

力
・
連
携
し
、
御
柱
の
曳
行
（
え
い
こ
う
）

を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
御
柱
の

引
手
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
に
つ

き
ま
し
て
は
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
、
と
あ
り
ま
す
。
一
般
市
民
の
皆

様
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
次
第
で
す
。 

さ
て
、
今
年
は
伊
勢
原
市
と
長
野
県
茅
野

市
が
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
４０
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
す
。 

両
市
の
姉
妹
都
市
調
印
式
が
行
わ
れ
た

の
は
昭
和
６１
年
の
１
月
２１
日
。
会
場
は
茅

野
市
役
所
庁
舎
内
で
し
た
。 

私
は
地
元
紙
の
記
者
と
し
て
、
市
か
ら
要

請
さ
れ
出
席
し
ま
し
た
。
当
日
、
ま
だ
暗
い

午
前
６
時
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
公
用

車
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
出
発
し
ま
し
た
。 

同
乗
者
は
市
職
員
の
ほ
か
、
毎
日
新
聞
平

塚
支
局
の
川
島
銀
次
郎
記
者
で
、
そ
の
後
す

っ
か
り
親
し
く
な
り
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

厳
冬
期
と
あ
っ
て
中
央
高
速
は
凍
て
つ

く
よ
う
な
景
色
の
連
続
で
し
た
。
寒
さ
が
ニ

ガ
テ
な
私
は
す
っ
か
り
落
ち
込
ん
で
し
ま

い
、
木
造
２
階
建
て
の
茅
野
市
役
所
に
到
着

し
た
時
に
は
、
や
れ
や
れ
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
〈
続
く
〉 

  

◆市制 55周年記念 第 59回伊勢原
観光道灌まつりを開催します！ 

        （公開日）２０２６年 ６月２２日           

 

公開日 2026年 06月 22日 

 

   

 

 

 

（※ 伊勢原市ホームページより） 

【概要】 
本市で没した文武両道の鑑「太田道灌公」

を偲んで開催される伊勢原観光道灌まつり。

恒例の「太田道灌公鷹狩り行列・北条政子日

向薬師参詣行列」のほか市制 55 周年を記念

して、3 年ぶりに茅野市から「御柱里曳き」を

招致するなど、多彩な催し物が行われます。 

【開催日時】 
10 月 3 日(土曜日)午後  1 時～午後 7 時 30 分  
10 月 4 日(日曜日)午前 10 時～午後 5 時 30 分 
 
※参加者の募集に係る内容や各種催し物、道灌・政
子行列に出演する芸能人の情報などは、特設サイト
にて順次掲載します。 
 
＜お問合せ＞ 
経済環境部 商工観光課 観光係 
住所：伊勢原市田中 348 番地 
TEL：0463-94-4729 
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       2026年 9月～10月 スケジュール 

・
矢
倉
沢
往
還
を
歩
く
④
《
渋
沢
～
松
田
》 

 

い
よ
い
よ
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
矢
倉
沢
往
還
へ
。
約 

20
分
の
峠
越
え
の
上
り
坂
の
後
は
秋
の
丹
沢
連

山
、
富
士
山
、
箱
根
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
軽
快

な
尾
根
歩
き
で
松
田
を
め
ざ
し
ま
す
。 

・
秦
野
の
東
光
寺
と
土
屋
一
族
の
墓
を
巡
る 

 

秦
野
東
光
寺
の
薬
師
堂
に
は
由
来
あ
る
薬
師
像
が

あ
り
ま
す
。
金
目
川
へ
下
る
と
、
か
っ
て
の
土
屋
城

の
跡
が
あ
り
、
土
屋
一
族
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
最
後

に
洞
窟
探
検
を
し
よ
う
。 

・
日
向
の
彼
岸
花
の
群
生
地
か
ら
七
沢
路
へ 

 

定
番
彼
岸
花
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
後
、
七
沢
に
あ
る

自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
。
解
散
後
は
お
買
い

も
の
や
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。 

 

 

  

・
秦
野
湧
水
巡
り
と
出
雲
大
社
相
模
分
祠 

涼
を
求
め
て
秦
野
の
湧
水
を
巡
り
な
が
ら
、

「
関
東
の
い
ず
も
さ
ん
」
な
ど
歴
史
の
あ
る
神

社
仏
閣
を
訪
ね
ま
す
。 

 

熱
中
症
を
避
け
る
た
め
8
月
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

行
事
が
あ
り
ま
せ
ん 

 

8
月
は
行
事
が
あ
り
ま
せ
ん 

 
 

 

 

 

涼
を
求
め
て
秦
野
の
湧
水
を
巡
り
な
が
ら
、
「
関
東

の
い
ず
も
さ
ん
」
な
ど
歴
史
の
あ
る
神
社
仏
閣
を
訪

ね
ま
す
。 

   
 

  

行 
 

 

事 

10
月
28
日
（
水
） 

≪
昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

渋
沢
駅
南
口 
8
時
45
分 

解
散 

新
松
田
駅 

12
時
50
分
頃 

10
月
13
日
（
火
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

東
海
大
学
前
駅
南
口 

9
時 

解
散 
土
屋
橋
バ
ス
停 

12
時
頃 

9
月
25
日
（
金
） 

≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口 

８
時
30
分 

解
散 

七
沢
「
食
の
市
」
の
前
12
時 

9
月
16
日
（
水
） 

≪

昼
食
休
憩
・
有
》 

集
合 

秦
野
駅
改
札
口
9
時
30
分 

解
散 

秦
野
駅
南
口 

14
時
頃 

 

実
施
日
・
時
刻 

★★★ ★★ ★★ ★★  難易度 

約 7ｋｍ 約 4.6ｋｍ 約 4ｋm 約 6ｋｍ 約 距離 

参 加 費 は おひとり 500円 参加費 

渋
沢
駅
＝
渋
沢
中
学
校
入
り
口
～
弘
法

の
す
ず
り
水
～
地
福
寺
～
三
嶋
社
・
椎

の
木
森
～
富
士
見
塚
～
篠
窪
～
神
山
神

社
～
籠
場
橋
石
仏
群
～
延
命
寺
前
大
門

通
り
～
新
松
田
駅
（
解
散
） 

東
海
大
学
駅
＝
宿
矢
名
バ
ス
停
～
東
光

寺
観
音
洞
～
八
声
橋
～
二
子
塚
古
墳
～

土
屋
橋
～
熊
野
神
社
～
大
乗
院
～
土
屋

城
址
と
高
陣
山
～
土
屋
一
族
の
墓
～
妙

園
寺
～
土
屋
橋
バ
ス
停
（
解
散
） 

伊
勢
原
駅
＝
日
向
薬
師
バ
ス
停
～
彼
岸
花

群
生
地
～
日
向
の
坊
を
歩
く
～
や
ぎ
さ
ん

牧
場
の
群
生
地
～
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
～
食
の
市
の
前
（
解
散
） 

秦
野
駅
～
弘
法
の
清
水
～
寿
徳
寺
湧
水
取

水
口
～
い
ま
い
ず
み
ほ
た
る
公
園
～
今
泉

名
水
桜
公
園
～
今
泉
神
社
～
浄
圓
寺
～
出

雲
大
社
相
模
分
祠
～
ど
う
め
い
の
泉
～
兵

庫
の
泉
～
小
藤
川
湧
水
～
ま
い
ま
い
の
泉

～
今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
～
秦
野
駅 

 

主
な
コ
ー
ス 

コースは変更になる場合があります。また、降雨率 40％以上は中止となります。 

★ 初心者向けコース  ★★ 一般向けコース   ★★★ 健脚コース 

★★★★ 長距離・健脚コース  ★★★★★ 同左（大山山頂クラス 杖必要） 

問い合わせ（080）7382－8217・観ボラ事務局 17時～19時  

・ 熱中症、雨天の場合などの実施確認先：当日朝、観ボラホームページで確認できます。

または上記電話へ（朝 6時 30分～7時 30分） 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＊
事
務
局
の
問
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
番
号
は
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
日
朝
、
ご
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
三
七
・
五
度
C
以

上
や
体
調
が
悪
い
場
合
は
ご
参
加
を
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

＊
掲
載
行
事
は
予
約
な
し
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
け
ま
す
。（
緑
の
帽
子
が
目
印
） 

行
程
中
の
交
通
費
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。 

＊
持
ち
物
と
服
装 

 

持
ち
物
：
弁
当
（
昼
食
休
憩
の
記
載
が
あ
る
コ
ー
ス
）
、
雨
具
、 

 

飲
料
水
、
タ
オ
ル
等
。
マ
イ
ナ
保
険
証
等
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、 

ウ
オ
ー
ク
に
適
し
た
靴
・
服
装 

 

＊
会
員
募
集
中
！ 

入
会
金
無
料
、 

令
和
8
年
度
年
会
費 

一
、
五
０
０
円 

 

＊
年
会
費
受
付
中 


